


































＊ １   この研究は、20１１年～20１3年度立正大学心理学研究所の共同研究助成のもとで企画されたものの一部である。立正大学心
理学研究所の助成に感謝の意を表したい。



































































　インターネット調査で使用されたアンケート項目を Table １ に示す。
　質問は全部で、77問で、本人の恋人など最も親しい異性を思いうかべてその相手について諸質問に回答してもらった。
　質問群の構成は以下のとおりである。

































              １．学校のサークル 　  ２．友達の紹介 　  ３．同じ職場・バイト先　    　４．幼なじみ

























































問 ７ その人とよく一緒に遊びの計画を立てる 1 2 3 4 5 6 7
問 ８ 恋人を選ぶときは、その人に経済力があるかどうかを考えてみる 1 2 3 4 5 6 7
問 ９ その人と私はお互いによく似ていて、息がぴったり合う 1 2 3 4 5 6 7
問 １０ その人と一緒に過ごしていると時間が夢のように過ぎていく 1 2 3 4 5 6 7
問 １１ その人とよく、一緒に行楽などに出かける 1 2 3 4 5 6 7
問 １２ 恋人を選ぶときは、その人に将来性があるか考えてみる 1 2 3 4 5 6 7
問 １３ その人のためならどんな困難でも乗り越えられる 1 2 3 4 5 6 7
問 １４ その人とは、よく一緒に外で食事をする 1 2 3 4 5 6 7
問 １５ 恋人を選ぶときは、その人の学歴や家柄が自分と釣り合っているかを考える 1 2 3 4 5 6 7
問 １６ その人は、みんなに好かれている 1 2 3 4 5 6 7
問 １７ その人と一緒にいる時は、いつも体を触れ合っている 1 2 3 4 5 6 7
問 １８ 恋人を選ぶときは、その人の職業、社会的地位を考慮する 1 2 3 4 5 6 7
問 １９ その人が自分を嫌ったり、避けたりすると、意地悪をしたくなる 1 2 3 4 5 6 7
問 ２０ その人が私以外の異性と楽しそうに話していると気になって仕方ない 1 2 3 4 5 6 7
問 ２１ その人との友情は大切にしたいと思う 1 2 3 4 5 6 7
問 ２２ その人の他の異性との関係を疑って、よく激しく言い争ったりする 1 2 3 4 5 6 7
問 ２３ その人は、私だけのものであってほしい 1 2 3 4 5 6 7
問 ２４ その人とは、性的関係がある 1 2 3 4 5 6 7
問 ２５ 恋人を選ぶときは、その人と将来、よい家庭が築けるかどうかを考えてみる 1 2 3 4 5 6 7
問 ２６ 私とその人とは親友のようなものである 1 2 3 4 5 6 7
問 ２７ その人の携帯電話のメールをこっそり、チェックすることがある 1 2 3 4 5 6 7
問 ２８ 私は、その人に近づく同性(恋敵）には徹底的に意地悪をする 1 2 3 4 5 6 7
問 ２９ その人と、うまくいってないときは、生活全般に元気が出ない 1 2 3 4 5 6 7
問 ３０ 私が最も満足している恋愛関係は友情的な基礎の上にあると思う 1 2 3 4 5 6 7
問 ３１ その人が私を捨てて、他の異性にのりかえたら絶対に仕返しをしてやる 1 2 3 4 5 6 7
問 ３２ よく、メールで相手と連絡を取り合っている 1 2 3 4 5 6 7
問 ３３ 些細なことで、相手にメールをしたりする 1 2 3 4 5 6 7
問 ３４ 電話でよく、話をする 1 2 3 4 5 6 7
問 ３５ 寂しいときや、ひまなとき相手に電話したりする 1 2 3 4 5 6 7
問 ３６ 会ったときに相手といろいろなことについて話をするのが楽しみだ 1 2 3 4 5 6 7
問 ３７ 相手とデートをよくする 1 2 3 4 5 6 7
問 ３８ 一緒に買い物に行く 1 2 3 4 5 6 7
問 ３９ 相手の住まいをよく訪問する 1 2 3 4 5 6 7
問 ４０ 一緒に旅行に行ったりする 1 2 3 4 5 6 7
問 ４１ 一緒に行楽やイベントに行ったりする 1 2 3 4 5 6 7
問 ４２ よく相手と手をつないだり、腕を組んだりする 1 2 3 4 5 6 7
問 ４３ よく相手の肩や腰に手をまわす 1 2 3 4 5 6 7
問 ４４ 相手の身体にさわりたい 1 2 3 4 5 6 7
問 ４５ 相手を抱きしめたりする 1 2 3 4 5 6 7
問 ４６ 相手とよくキスをしたりする 1 2 3 4 5 6 7
問 ４７ 相手は自分にとって非常に魅力的な人だ 1 2 3 4 5 6 7
問 ４８ 相手について空想にふけることがある 1 2 3 4 5 6 7
問 ４９ 相手を見るだけでドキドキしてしまう 1 2 3 4 5 6 7
問 ５０ ロマンチックな映画を観たり本を読んだりすると、つい相手のことを考えてしまう 1 2 3 4 5 6 7
問 ５１ ふと気が付くと相手のことを考えていることがよくある 1 2 3 4 5 6 7
問 ５２ 相手との関係は居心地の良いものである 1 2 3 4 5 6 7
問 ５３ 自分は必要な時には相手を頼ることができる 1 2 3 4 5 6 7
問 ５４ 相手とはうまくｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝがとれている 1 2 3 4 5 6 7
問 ５５ 自分と相手の関係は温かいものである 1 2 3 4 5 6 7
問 ５６ 相手は必要な時には自分を頼ってくる 1 2 3 4 5 6 7
問 ５７ 相手といると性的興奮をする 1 2 3 4 5 6 7
問 ５８ 性的接触を自分から求めることがある 1 2 3 4 5 6 7
問 ５９ 相手との性的接触がよくある 1 2 3 4 5 6 7
問 ６０ 相手との性的接触をめんどうに感じる 1 2 3 4 5 6 7
問 ６１ 相手から性的接触を求められるとうんざりする 1 2 3 4 5 6 7
問 ６２ 自分にとって相手との関係よりも大切なものなど他にない 1 2 3 4 5 6 7
問 ６３ 自分と相手との関わりは揺ぎないものである 1 2 3 4 5 6 7
問 ６４ 相手なしの生活など考えられない 1 2 3 4 5 6 7
問 ６５ 相手との関わりは強いもので、何ものにも邪魔されたくない 1 2 3 4 5 6 7
問 ６６ 相手との関係を終わらせることなど自分には考えられない 1 2 3 4 5 6 7
問 ６７ 相手と意見が合わないことがよくある 1 2 3 4 5 6 7
問 ６８ 相手と考え方の違いで喧嘩をすることがある 1 2 3 4 5 6 7
問 ６９ 相手と結婚したいけど、相手にその気はない 1 2 3 4 5 6 7
問 ７０ 相手が他の異性と付き合ってないかどうか心配だ 1 2 3 4 5 6 7
問 ７１ 相手の携帯電話のメールをこっそりチェックすることがある 1 2 3 4 5 6 7
問 ７２ 相手に近づく同性ライバルには、徹底的に意地悪をする 1 2 3 4 5 6 7
問 ７３ 相手はこちらの異性関係についてひどく嫉妬する 1 2 3 4 5 6 7
問 ７４ 複数の魅力的な異性に関心がいく 1 2 3 4 5 6 7
問 ７５ 現在の相手に不満足だから、他の異性とも付き合ってみたい 1 2 3 4 5 6 7
問 ７６ チャンスがあれば、他の異性にもアプローチする 1 2 3 4 5 6 7













































































































　Fig. １ が男性データの精神的恋人カップル（性的関係のないプラトニックな関係）の 4 クラスタ分析の結果である。
もっとも％の高いのは、クラスタ番号 2 の「平均的カップル」と名付けたクラスタで58％を占める。すべての主成分が
クラスタ中心値の 0 に近いところにある。















































　 3 番目に多いのは、クラスタ １ の「友達カップル」で１9％を占める。親密性だけが高く、情熱性と性欲性が低いこと
から「友達カップル」と名付けた。意見不一致、いさかい、嫉妬、浮気なども低いので、まだ知り合って、デートをす
るくらいの関係であろう。

























































































































　クラスタ 4 は、 2 ％と最も少なく、「冷めた夫婦」である。
　コミュニケーション、共行動、身体接触はほとんどなく、情熱性、親密性、性欲性が低く、意見不一致、いさかいは
平均的である。嫉妬も浮気も少ないが、きわめて不幸な結婚カップルである。


































　 3 番目に多いのは、クラスタ １ の「相思相愛夫婦」で28％である。共行動、身体接触、コミットメントが高く、親密
性は 4 クラスタで最も高い。意見不一致、いさかい、嫉妬は平均より低く、浮気も極めて低い。理想的な仲のよい夫婦
である。







































① の相思相愛カップルは、Fig. １ の精神的恋人関係（男性）における「相思相愛型」、Fig. 2 の精神的恋人関係（女性）
の「情熱的カップル」、Fig. 3 の性的恋人関係（男性）における「相思相愛型」、Fig. 4 の性的恋人関係（女性）におけ
る「性的満足型」Fig. 5 および Fig. 6 の結婚関係における「相思相愛夫婦」がそれにあたる。
② の仲が良いのに喧嘩するカップルは、Fig. １ 精神的恋人関係（男性）における「嫉妬型カップル」、Fig. 2 精神的恋人
関係（女性）における「平均的カップル」、Fig. 3 性的恋人関係（男性）における「嫉妬型カップル」、Fig. 4 性的恋人
関係（女性）における「相思相愛型」、Fig. 5 の男性の「嫉妬浮気型夫婦」、Fig. 6 の女性の「平均型」夫婦がそれにあ
たる。
③ 冷えているが関係が続いているカップルの例としては、Fig. １ の男性の精神的恋人関係における「冷めたカップル」、
Fig. 2 の女性の精神的恋人関係における「友達カップル」、Fig. 6 の女性の結婚関係における「冷めた夫婦」がそれに
あたる。
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